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１ はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究仮説 

 他者とのコミュニケーションの取りにくい児童生徒が，ＩＣＴ機器を活用することで，コミュ

ニケーションの力が向上するだろう。 

 

３ 研究内容・研究方法   

所属する学部及び地域による班分けを行い，各校で仮説検証の取組を行った。 

 

４ 研究の成果と課題 

 児童生徒の実態（課題） 取組 変容（成果） 課題 

１班 

中学部 

表出手段が限られてい

るため伝わらないこと

もあり，あきらめや妥

協した様子が見られ

る。注意獲得行動によ

る関わりが多い。 

意思疎通の手段とし

てデジタルカメラを

使用する。また，発表

場面ではタブレット

型端末（トーキングエ

イド）で発声する。 

情報の共有ができ，「～で

はなく…だ」の意思表示が

できた。自分で発表しよう

とする意識が向上し，注意

獲得行動が減少した。 

どの程度の枚数を記

録しておくか，検討が

必要である。友だちか

ら評価を受けるには

音声に加え，視覚情報

が必要である。 

２班 

中学部 

自分の思いはあるが，

自分の意見を友だちに

上手く伝えることがで

きず，お互いの考えが

行き違いになる。 

学習場面で，タブレッ

ト型端末（ロイロノー

ト），プロジェクター

を用い，互いの考えや

答えを共有する。 

互いの考えを共有するこ

とで意欲が高まり，やりと

りが増え，自分たちで主体

的に相談しながら学習課

題を解決できた。 

生徒自身が疑問に感

じたり,友だちと解決

に向けて取り組んだ

りする課題設定の必

要がある。 

３班 

小学部 

伝えたい気持ちは強い

が，言葉で表現して相

手に要求をすることが

難しい。 

タブレット型端末（か

なトーク）を使用し

て，教師（担任）に要

求する。 

担任以外にも要求できた。

伝えたいことの広がりが

見られ，問いかけに答えた

り，要求を断られても別の

選択をしたりすることが

できた。 

細かい要求にはまだ

対応できなかった。要

求の発信のみに留ま

ってしまった。 

 

５ まとめ 
 コミュニケーションの取りにくい児童生徒の，各々のつまずきの原因に対し，ＩＣＴ機器を活用し，

情報の「視覚化」「入力」「処理」「出力」の指導・支援を行った。その結果「教師への依存の減少」「他

者に対する主体的な働きかけの増加」「他者へ伝えたいという意欲の向上」等の変容が見られた。この

ことからＩＣＴ機器が『コミュニケーション力の向上』に有効であることが検証できた。 

 

６ 今後に向けて（ＩＣＴの将来と課題） 

 将来的には，校内の学習場面での活用に限らず，家庭での学習，生活支援機器としての活用に広げ，

児童生徒の自立や社会参画へ繋げていきたい。 

活用用途の拡大や児童生徒の主体的なＩＣＴ機器の活用を目指していくに当たっては，認知の段階

や活用の範囲に合わせた「使用におけるルールや情報モラルの指導」を合わせて研究していくことが

必要である。また，学校の体制づくりや教師の情報活用能力の向上が喫緊の課題である。 
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ＩＣＴ機器を活用した効果的な指導について 
～コミュニケーションの力を高めるためのタブレット型端末・電子黒板の活用を通して～ 

〈昨年度〉 〈今年度〉 

コミュニケーション及び主

体的な学びにおけるＩＣＴ

機器の効果的な活用方法に

ついて研究をしよう！ 

児童生徒の生活の質

を高めることや主体

的な学びを深める方

法としてＩＣＴ機器

の使用が有効である

ことが分かった。 

操作の困難さや関

わりの少なさに課

題があった。 


